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海南市わんぱく公園で行わ
れたパークＯツアーin 関西
第１戦。当日は、曇りで走り
回るには最適？ 狭い公園で
すが、結構なアップダウンで
楽しめたかな。 
 
■ パークＯ第１戦 ■ 

「パークＯツアー in 関西」とは、
関西６府県（大阪・京都・和歌山・兵
庫・滋賀・奈良）での６連戦のパーク
Ｏをポイント制で競うもので、「パー
クOの普及と一般への認知」「オリエン
ティアのモチベーション向上の一つ」
「各府県協会の連携・交流」の３つを
目的に行われています。今回は、2007
年度大会の第１戦。残念ながら、今年
は奈良の開催見送りが決定し、５戦方
式になりました。 

■ 新マップで開催 ■ 
今回は、パークＯということで

JSSOM の基準に従ってリメイクされ
たわんぱく公園。縮尺は 1:4,000 で等
高線が 2.5m だったので、等高線がかな
り詰まっている。地図を見た目に“か
なりの登り”に見えるためハードに見
えてしまう。コースとしては起伏に富
んでいて、おもしろかったです。 
 
■ いったりきたり ■ 

狭い公園内で優勝設定タイムを25分
程度にするために実施された方法は
“２マップ方式”。しかも、同じマップ
の中でも、あっちへいったりこっちへ
きたり。登り降りの嫌いに僕としては、
距離があってもと思い、池周りの木道
を走ることが多くなって、２往復もし
てしまいました。他の人はどうだった
のかな。 

 

■ 裁定委員だけど ■ 
このパークＯはカテゴリＳの公認大

会。当然競技規則に則って開催され、
僕も初めて裁定委員を頼まれた。12 月
のコントローラ講習を受けて准コント
ローラ資格を取ったばかりなので、声
をかけられたこと自体がうれしかった。
でも、裁定委員は提訴の裁定を下すも
のだから、用がないにこしたことはな
い。 

今回は、そんな問題はなかったが、
『複数通過コントロールにおけるミス
パンチについて』の課題がでた。例え
ば、41 番コントロールを２回通るよう
なコースを組んだときに、ｅカードの
バックアップラベルでは、通過の確認
が曖昧になるということです。実際、
隣接コントロールを通過して、複数通
過をしなかった人がいましたが、これ
はｅカード内のデータではっきりわか
るためにペナとして確定できましたが、
本当にｅカードがダウンしていた場合
は確認不可能です。これは、回避不可
能な問題なのでしょうか。 

 

■ 適切なクラス参加？ ■ 
それとこれは全く個人的な判断なの

ですが、今回僕はＭＡに参加。トップ
は 30 分程度に対して僕は 42 分。楽し
めればいいわと思ってＭＡ参加してい
ますが、やはりあまりにもレベルが違
うと危険なことにもなりかねません。
運営者としてみる場合、200%を超える
場合は、そのクラスの参加を見合わせ
てもらうようにすべきなんでしょうね。 
大きくみれば、他のクラスでの参加

資格の問題にもなってくるとは思いま
す。特に競技規則 4.1 を現在はガイド
ラインでさらに細かく規定しているの
で、どうすべきか議論の必要があると
思います。 
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